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鸞
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中

山

彰

信

九
州
龍
谷
短
期
大
学

は

じ

め

に

現
代
は
悲
惨
な
事
件
が
起
こ
り
、
一
般
的
に
倫
理
観
・
人
間
観
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
教
育
・
政
治
・
宗
教
の
倫

理
観
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
今
回
の

戒
律

と

倫
理

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
現
実
性
を

慮
し
て

え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
人
間
の
生
き
方
の
問
題
で
あ
る
と

え
る
。

そ
こ
で

戒
律

に
つ
い
て

広
説
仏
教
語
大
辞
典

（
東
京
書
籍
・
平
成
十
三
年
）
に
は
、

人
間
完
成
へ
の
修
行
生
活
の
規
則
。
一

般
的
に
は
道
徳
的
徳
を
実
施
す
る
た
め
の
修
行
上
の
規
範
。
戒
と
律
の
合
併
語
。
”戒
“
と
は
規
則
を
守
ろ
う
と
す
る
自
発
的
な
心
の
働

き
で
、
防
非
止
悪
を
内
観
か
ら
自
発
的
に
守
ろ
う
と
誓
う
点
。
”律
“
と
は
他
律
的
な
規
範
で
教
団
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
規
則
条

項
や
違
反
の
際
の
罰
則
を
規
定
し
た
も
の
。
ま
た

”戒
“
の
本
質
は

sila

で
習
性
・
反
覆
習
慣
的
修
習
す
べ
き
行
持
の
意
で
、
自
ら
に

課
す
る
戒
め
の
意
を
も
つ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

倫
理

に
つ
い
て
は

角
川
国
語
大
辞
典

な
ど
一
般
的
な

国
語
辞
典

に
は
、
人
倫
の
道
。
社
会
生
活
で
人
の
守
る
べ

き
道
理
、
人
の
行
動
す
る
規
範
と
記
さ
れ
る
。
又

諸
橋
漢
和
大
辞
典

に
は

”説
文
“
”礼
記
“
”准
南
子
“
な
ど
の
説
よ
り
、

物
の
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筋
目
の
正
し
い
こ
と
。
転
じ
て
人
倫
道
徳
の
原
理
を
示
す
。
中
国
で
は

自
然
界
の
存
在
が
秩
序
正
し
く
運
行
し
て
い
る
こ
と

と
示
し
、

転
じ
て
人
倫
道
徳
を
意
味
す
る
。

と
あ
る
。

ま
た
、
大
島
康
正
著

新
倫
理
学

（
一
九
九
四
）
の
中
に
は

倫
理
はeth

ic

の
語
で
、
そ
の
語
源
はeth

o
s

（
風
習
・
慣
習
）
を
意
味

す
る
と
。
そ
の
本
来
の
意
味
は
鳥
や
獣
の
寝
ぐ
ら
の
意
で
、
人
に
た
と
え
る
な
ら
ば
人
の
住
み
慣
れ
た
場
所
の
意
で
あ
り
、
社
会
的
慣

習
・
習
慣
の
意
で

人
の
道
に
か
な
う

と
い
う
意
味
を
も
つ
（
五
頁
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
世
間
的
倫
理
・

相
対
的
倫
理
の
意
を
も
つ
と

え
る
。

本
稿
で
は
親
鸞
が
戒
律
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら

え
て
い
た
か
を
究
明
し
、
又
戒
律
と
倫
理
観
と
い
う
も
の
が
、
親
鸞

の
中
で
ど
の
よ
う
に
整
合
し
て
い
る
の
か
を

察
す
る
。

一

宗
教
で
は
多
く
の
宗
教
教
団
に
戒
律
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
仏
教
の
場
合
で
も
多
く
の
仏
教
教
団
が
戒
律
に
よ
っ
て
教
義
・
教
団

を
維
持
し
て
い
る
。
五
戒
・
十
戒
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
教
団
は
定
め
ら
れ
た
戒
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
行
を
積
み
、
回

向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悟
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
宗
教
は
善
行
を
積
む
こ
と
に
お
い
て
倫
理
と
の
整
合
性
が
あ
る
と

え
る
。

仏
教
に
お
け
る
五
戒
は
在
家
を
中
心
に
仏
教
徒
が
皆
保
つ
べ
き
規
律
で
あ
る
が
、
大
乗
仏
教
に
は
特
に
基
本
的
な
実
践
体
系
と
し
て
、

六
波
羅
蜜
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
戒
・
定
・
慧
の
三
学
と
布
施
・
忍
辱
・
精
進
が
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
の
思
想
は

こ
れ
ら
の
戒
を
実
践
し
て
善
行
に
よ
る
功
徳
を
積
み
成
仏
す
る
と
い
う
戒
律
に
つ
い
て
、
現
実
に
は
成
仏
不
可
能
な
こ
と
を
あ
か
し
て
、
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成
仏
し
え
な
い
苦
悩
の
相
を
示
す
。
そ
れ
は
戒
に
よ
っ
て
成
仏
不
可
能
な
自
己
認
識
が
あ
ら
わ
に
な
る
立
場
で
あ
る
。
親
鸞
は
こ
の
よ
う

な
実
践
的
な
回
顧
を

教
行
信
証

化
身
土
巻
の
三
願
転
入
の
文
で
示
し
て
い
る
。

是
以
愚
禿
釋
鸞
、
仰
論
主
解
義
、
依
宗
師

化
、
久
出
万
行
諸
善
之
仮
門
永
離
雙
樹
林
下
之
往
生
、
回
入
善
本
徳
本
真
門
偏
発
難
思

往
生
之
心
。
然
今
特
出
方
便
真
門
転
入
選

願
海
、
速
離
難
思
往
生
欲
遂
難
思
議
往
生
、
果
遂
之
誓
良
有
由
哉
。

（

真
宗
聖
教
全
書
（
以
降

真
聖
全

と
記
す
）

Ⅱ
・
一
六
七
頁

万
行
諸
善
の
修
行
に
よ
っ
て
成
仏
を
願
う
立
場
を
す
て
、
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
受
領
す
る
。
そ
れ

を
自
己
の
善
行
に
と
り
か
え
て
精
進
し
て
来
た
が
、
自
力
執
心
の
思
い
に
気
付
き
、
名
号
の
真
実
性
に
よ
っ
て
、
真
実
の
行
者
へ
転
入
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
こ
の
名
号
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
真
実
を
、
領
解
す
る
行
者
は
第
十
八
願
の
至
心
信
楽
の
願
に
順

ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
行
者
か
ら
起
る
信
で
は
な
く
、
如
来
の
本
願
に
よ
る
真
実
信
心
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
る
。
こ
こ
に

親
鸞
自
身
の
戒
に
対
す
る
思
い
の
根
拠
が
あ
る
。
親
鸞
が
三
願
転
入
の
文
を
示
し
た
後
に
、
戒
律
に
対
し
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
で
あ
る

か
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が

教
行
信
証

化
身
土
巻
本
の
、
道
綽
の

安
楽
集

と
、
最
澄
の
書
と
親
鸞
は

え
て
い
た

末
法

燈
明
記

の
引
文
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
正
・
像
・
末
の
三
時
の
内
容
と
機
根
が
説
き
示
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
道
綽
の

安
楽
集

の
文

を
引
き
、

行
者
一
心
求
道
時
、
常
当
観
察
時
方
便
。
若
不
得
時
無
方
便
、
是
名
為
失
、
不
名
利
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
六
七
頁

行
者
が
一
心
に
道
を
求
め
て
も
、
そ
の
時
代
と
そ
の
修
行
の
方
法
を

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
期
を
失
す
る
と
失
敗
す
る
の
で
あ
る
と
示

し
て
い
る
。
そ
の
後
に
、

弁
経
住
滅
者
、
謂
釋
迦
牟
尼
仏
一
代
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
一
萬
年
、
衆
生
減
尽
、
諸
経
悉
滅
。
如
来
悲
哀
痛

衆
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生
、
特
留
此
経
止
往
百
年
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
六
八
頁

正
法
・
像
法
・
末
法
と
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
多
く
の
経
典
も
消
滅
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
が
、
如
来
は
そ
の
時
代
の
苦
悩
に
あ
え

ぐ
衆
生
を
あ
わ
れ
ん
で
、
特
に
こ
の
経
と
は

大
無
量
寿
経

を
留
め
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
末
法
の
時
代
に
も
仏
法
が
生
き
つ

づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
い
か
な
る
も
の
も
救
い
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

え
る
。

そ
の
後
に
親
鸞
は
最
澄
の

末
法
燈
明
記

の
文
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
最
澄
の
書
と
い
う
こ
と
で
親

鸞
は
大
切
に
多
く
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

親
鸞
は
比
叡
山
で
戒
律
を
二
十
年
間
も
守
っ
て
き
た
中
で

末
法
燈
明
記

の
意
味
・
内
容
に
よ
っ
て
、
若
き
日
の
天
台
の
修
行
僧
と

し
て
目
覚
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は

末
法
燈
明
記

に
つ
い
て

最
澄
の
製
作
を
ひ
ら
い
て
み
る
に

と
、
天
台
宗
開
祖
の
名
を
し

っ
か
り
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
親
鸞
は
自
分
の
学
ん
だ
比
叡
山
の
開
祖
が
示
さ
れ
た
尊
い
書
物
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
っ
た
と

え
る
。

末
法
燈
明
記

に
は
最
初
に
正
・
像
・
末
の
三
時
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
は

末
法
の
世
に
お
い
て
燈
明

と
な
る

意
を
持
つ
書
で
、
釈
尊
入
滅
後
の
世
相
を
示
し
、
こ
の
教
え
、
仏
法
の
あ
り
方
を
あ
か
す
も
の
で
あ
る
。
仏
法
は
正
・
像
・
末

の
三
時
を
推
移
し
て
、
末
法
に
お
い
て
は
仏
法
は
ほ
と
ん
ど
滅
び
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
こ
の
正
・
像
・
末
と
続
く
時
代
区
分

に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、

末
法
燈
明
記

で
は
正
法
の
時
代
五
百
年
、
像
法
の
時
代
一
千
年
と
い
う
説
が
と
ら
れ
る
。
末
法
が
何

年
に
な
る
か
は
く
わ
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
正
法
・
像
法
・
末
法
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
に
生
き
る
も
の
が
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
正
法
の
世
で
は

正
法
時
破
戒
比
丘
、
穢
清
浄
衆
故
、
佛
固
禁
制
不
入
衆
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
七
二
頁
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と
、
正
法
の
時
代
に
お
い
て
は
持
戒
を
保
っ
て
い
る
も
の
に
対
し
、
破
戒
の
比
丘
は
清
浄
に
戒
を
保
ち
道
を
修
め
て
い
る
人
び
と
を
け
が

す
。
故
に
、
仏
は
強
く
こ
の
破
戒
の
僧
を
い
ま
し
め
、
破
戒
僧
は
清
浄
の
僧
団
に
入
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
正

法
の
世
に
お
け
る
持
戒
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
次
の
、
像
法
の
世
に
つ
い
て

像
法
千
年
中
、
初
五
百
年
、
持
戒
漸
減
、
破
戒
漸
増
。
雖
有
戒
行
、
而
無
証
果
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
七
二
頁

と
、
像
法
千
年
の
う
ち
、
初
め
の
五
百
年
に
は
持
戒
の
人
は
段
々
と
減
少
し
て
き
て
、
破
戒
が
段
々
と
増
え
て
く
る
。
戒
を
守
り
、
そ
れ

を
修
行
す
る
人
は
あ
っ
て
も
、
証
果
を
得
る
人
は
い
な
い
。
特
に

涅
槃
経

に
釋
尊
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
仏
涅
槃
の
後
、
七
百

年
で
比
丘
等
の
姿
を
し
た
魔
物
が
あ
ら
わ
れ
て
、
不
浄
な
る
も
の
を
貧
り
、
妄
説
を
な
す
と
い
う
。
ま
た
、

像
法
後
半
、
持
戒
減
少
、
破
戒
巨
多
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
七
三
頁

像
法
の
後
半
に
は
、
持
戒
が
減
少
し
て
破
戒
が
お
び
た
だ
し
く
多
く
な
る
と
。

涅
槃
経

十
輪
経

を
引
用
し
な
が
ら
、
出
家
し
た
沙

門
の
中
に
も
清
浄
持
戒
の
者
は
せ
い
ぜ
い
一
人
二
人
と
大
変
少
な
い
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
末
法
の
世
に
な
る
と

像
季
後
、
全
是
無
戒
。
仏
知
時
運
、

済
末
俗
、
讃
名
字
僧

世
福
田
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
七
三
頁

と
、
末
法
に
入
る
と
持
戒
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
り
、
当
然
持
戒
と
同
時
に
行
・
証
も
な
く
な
る
。
仏
は
こ
の
時
代
の
人
々
を
救
わ
ん
が

た
め
に
、
た
だ
名
ば
か
り
の
僧
を
も
讃
め
て
世
の
福
田
（
福
が
生
じ
る
田
と
い
う
こ
と
で
、
供
養
す
れ
ば
幸
福
が
生
ま
れ
る
）
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
正
・
像
・
末
の
時
代
観
に
は
、
正
法
の
時
代
に
は
戒
が
守
ら
れ
る
持
戒
が
見
ら
れ
、
像
法
の
時
代
に
は
戒
が
あ
っ
て
も
破
ら
れ
る

と
い
う
破
戒
の
様
相
が
あ
り
、
末
法
で
は
破
る
べ
き
戒
も
な
い
状
態
と
な
り
、
破
戒
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
無
戒
と
い
う
状
況
が
出

現
す
る
。
し
か
し
、
末
法
の
時
代
に
は
、
像
法
の
時
代
と
同
様
、
戒
を
保
持
す
る
こ
と
の
な
い
無
戒
の
僧
が
出
現
し
て
も
、
世
の
福
田
と
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な
る
こ
と
が

末
法
燈
明
記

に
示
さ
れ
て
い
る
。
又

末
法
燈
明
記

に
は
末
法
の
様
相
を

然
則
於
末
法
中
、
但
有
言
教
而
無
行
證
。
若
有
戒
法
、
可
有
破
戒
。
既
無
戒
法
、
由
破
何
戒
而
有
破
戒
。
破
戒
尚
無
、
何
況
持
戒
。

故
大
集
云
。
仏
涅
槃
後
、
無
戒
満
州
云
云
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
七
〇
頁

と
、
仏
法
で
は
末
法
の
時
代
、
持
戒
も
戒
も
存
在
し
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
破
戒
と
い
う
こ
と
も
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
が
末
法
の

様
相
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

大
集
経

に
は
仏
が
入
滅
さ
れ
た
後
に
は
、
戒
を
受
け
て
い
な
い
無
戒
の
も
の
が
国
中
に
充
満
し
て
い
る

と
述
べ
ら
れ
る
。
又
、
僧
尼
が

戒

を
保
持
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
を
誰
れ
が
批
判
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
仮
に
戒
を
保
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
者
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
偽
り
の
持
戒
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を

末
法
燈
明
記

は
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

末
法
唯
有
名
字
比
丘
、
此
名
字

世
真
宝
、
無
福
田
。
設
末
法
中
有
持
戒
者
、
既
是
怪
異
、
如
市
有
虎
、
此
誰
可
信
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
七
〇
頁

と
、
末
法
に
は
た
だ
僧
侶
と
い
う
名
前
だ
け
の
無
戒
の
僧
侶
が
い
る
。
こ
の

名
前
だ
け
の
僧
侶
を
世
の
中
の
本
当
の
宝
と
す
る
の
で
あ

る
。

と
い
う
の
は
世
の
中
全
体
が
堕
落
し
て
い
る
た
め
に
、
せ
め
て
名
前
だ
け
の
僧
侶
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
福
田
で
あ
る
と
。
も

し
、
万
が
一
こ
の
末
法
の
世
に
戒
を
も
つ
者
が
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
む
し
ろ
虎
が
町
の
中
に
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
怪
異
な
こ
と
で

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
。

こ
こ
に
親
鸞
は
末
法
の
様
相
に
つ
い
て
、

戒
律

は
末
法
の
時
代
に
は
全
く
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
悟
り
、
無
戒
の
比
丘
こ
そ

世
を
救
う
た
め
の
宝
で
あ
る
と

え
る
。
こ
の
こ
と
は
末
法
の
時
代
の
仏
法
は

教
法

だ
け
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
国
を
栄
え
さ
せ
る
宝

と
な
る
こ
と
を

末
法
燈
明
記

が
示
し
て
い
る
と

え
ら
れ
た
。
故
に
、

信
知
、
聖
道
諸
教
、

在
世
正
法
、
而
全
非
像
末
法
滅
之
時
機
、
巳
失
時

機
也
。
浄
土
真
宗
者
、
在
世
正
法
、
像
末
法
滅
、
濁
悪

二
五
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群

、
斉
悲
引
也
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
一
六
六
頁

と
、
親
鸞
は
正
・
像
・
末
の
時
代
の
時
期
の
問
題
、
持
戒
・
破
戒
・
無
戒
に
対
す
る
機
根
の
問
題
に
対
し
、
聖
道
の
諸
教
は
正
法
の
時
代

だ
け
で
、
末
法
は
浄
土
教
で
あ
る
と
い
う
道
綽
の

え
に
対
し
、
親
鸞
は
在
世
、
正
法
・
像
末
・
法
滅
の
時
代
を
こ
え
て
、
濁
世
の
群

の
た
め
に
如
来
の
本
願
・
教
法
が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
親
鸞
が
修
行
・
戒
律
の
あ
り
方
に
疑
問
を
い
だ
か

れ
た
こ
と
を
三
願
転
入
の
文
に
示
さ
れ
た
と

え
る
。
末
法
の
時
代
は

行
・
証
す
た
れ

と
行
が
意
味
を
も
た
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
れ
、

教
法

に
よ
る
生
き
方
に
目
覚
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は

教
法

は
正
・
像
・
末
の

時

を
超
え
た
永
遠
不

滅
の
法
で
あ
る
こ
と
を

安
楽
集

末
法
燈
明
記

に
よ
っ
て
領
解
さ
れ
た
と

え
る
。

二

そ
こ
で
私
は
親
鸞
の
人
間
観
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
倫
理
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

え
る
。
親
鸞
の
人
間
観
が
理
解

さ
れ
る
部
分
は
主
著
で
あ
る
。

教
行
信
証

信
巻
末
で
あ
ろ
う
。
特
に
信
巻
末
の
真
仏
弟
子
釈
以
降
に
は
衆
生
の
善
悪
観
が
示
さ
れ
て

い
る
。
真
仏
弟
子
に
つ
い
て

言
真
仏
弟
子
者
、
真
言
対
偽
対
仮
也
。
弟
子
者
釋
迦
諸
仏
之
弟
子
、
金
剛
心
行
人
也
。
由
斯
信
行
、
必
可
超
證
大
涅
槃
故
、
曰
真
仏

弟
子
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
五
頁

と
、
信
心
の
行
者
の
特
性
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
真
仏
弟
子
と
は
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
金
剛
心
の
行
人
で
あ
る
。
如
来
回
向

の
信
行
で
、
大
涅
槃
を
超
過
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
信
一
念
釈
に
真
実
の
信
心
を
い
た
だ
い
た
も
の
は
難
思
慶
心
を
あ
ら

わ
す
と
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
に

大
無
量
寿
経

を
引
文
さ
れ
、
金
剛
の
真
心
に
つ
い
て
、
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獲
得
金
剛
真
心
者
、
横
超
五
趣
八
難
道
、
必
獲
現
生
十
種
益
。
何
者

十
。
一
者
冥
衆
護
持
益
、
二
者
至
徳
具
足
益
、
三
者
転
悪
成

善
益
、
四
者
諸
仏
護
念
益
、
五
者
諸
仏
称
讃
益
、
六
者
心
光
常
護
益
、
七
者
心
多
歓
喜
益
、
八
者
知
恩
報
徳
益
、
九
者
常
行
大
悲
益
、

十
者
入
正
定
聚
益
也
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
二
頁

と
、
衆
生
が
金
剛
真
心
を
獲
得
す
る
と
こ
ろ
に
自
然
に
生
死
の
迷
い
の
世
界
の
道
を
超
え
て
正
定
聚
に
住
す
る
。
そ
の
徳
と
し
て
現
生
十

種
の
益
を
獲
得
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
か
す
。
第
三
に
は
転
悪
成
善
の
益
が
示
さ
れ
、
如
来
の
願
力
を
信
じ
る
ゆ
え
に
自
然
に
五
悪
趣

を
た
ち
き
れ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
ま
た
知
恩
報
徳
・
常
行
大
悲
の
益
は
菩
薩
的
実
践
的
益
と
し
て
示
さ
れ
、
信
後
の
実
践
が
示
さ
れ

る
。
如
来
の
本
願
を
獲
得
す
る
者
は
菩
薩
的
あ
り
方
と
し
て
の
生
活
の
本
質
を
自
覚
し
、
如
来
の
徳
に
報
い
大
悲
を
実
践
す
る
活
動
を
行

じ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
そ
の
後
に

大
無
量
寿
経

の
第
三
十
三
願
、
第
三
十
四
願
文
を
引
用
し
、

設
我
得
仏
、
十
方

量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
衆
生
之
類
、
蒙
我
光
明

其
身
者
、
身
心
柔
軟
超
過
人
天
。
若
不
爾
者
不
取
正
覚
。
設

我
得
仏
、
十
方

量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
衆
生
之
類
、
聞
我
名
字
、
不
得
菩
薩

生
法
忍
、
諸
深

持
者
、
不
取
正
覚
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
五
頁

と
、
第
三
十
三
願
触
光
柔
軟
の
願
は
真
の
仏
弟
子
が
如
来
の
光
明
に
よ
っ
て
身
心
柔
軟
に
な
り
、
人
天
を
超
過
す
る
こ
と
を
、
ま
た
第
三

十
四
願
無
生
法
忍
の
願
は
如
来
の
名
号
を
聞
く
も
の
は
菩
薩
の
無
生
法
忍
と
深
い
智
恵
を
得
る
こ
と
を
示
し
、
親
鸞
は
こ
れ
を
衆
生
の
信

心
の
益
と

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
念
仏
者
は
心
身
共
に
柔
軟
で
、
慈
悲
心
を
も
っ
て
や
さ
し
く
人
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

そ
の
後
の
便
同
弥

釈
に
も
同
様
な
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

真
知
、
弥

大
士
、
窮
等
覚
金
剛
心
故
、
龍
華
三
会
之

、
当
極

上
覚
位
。
念
仏
衆
生
、
窮
横
超
金
剛
心
故
、
臨
終
一
念
之
夕
、

超
証
大
般
涅
槃
。
故
日
便
同
也
。
加
之
、
獲
金
剛
心
者
則
與
韋
提
等
、
即
可
獲
得
喜
・
悟
・
信
之
忍
。
是
則
往
相
廻
向
之
真
心
徹
到

二
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故
、
籍
不
可
思
議
之
本
誓
故
也
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
九
頁

と
、
弥

菩
薩
は
等
覚
の
金
剛
心
に
よ
っ
て
、

上
覚
位
を
き
わ
め
ら
れ
た
が
、
念
仏
の
衆
生
は
他
力
の
金
剛
心
に
よ
っ
て
臨
終
の
一
念

に
大
般
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
を
示
さ
れ
、
如
来
の
本
願
の
す
ば
ら
し
さ
に
よ
っ
て
韋
提
希
と
同
様
に
立
派
な
人
に
な
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
仮
偽
対
弁
釈
で
は
、
親
鸞
の

愧
の
告
白
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は

信
心
を
獲
れ
ば
立
派
な
人
に
な

る

と
い
う
教
え
と
は
全
く
逆
の
醜
い
心
、教
法
と
は
全
く
違
っ
た
自
己
の
内
観
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
に
親
鸞
思
想
の
根
本
的
思

が
あ
る
。

誠
知
、
悲
哉
、
愚
禿
鸞
、
沈
没
於
愛
欲
広
海
、
迷
惑
於
名
利
太
山
、
不
喜
入
定
聚
之
数
、
不
快
近
真
証
之
証
、
可
恥
可
傷

。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
八
〇
頁

親
鸞
は
真
の
仏
弟
子
に
な
れ
ば
立
派
な
行
為
の
人
と
な
る
と
い
う
念
仏
の
教
え
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
全
く
逆
の
愛
欲
・
名
利
と

い
う
世
界
に
束
縛
さ
れ
つ
づ
け
る
自
分
を

い
て
い
る
。
覚
り
・
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
べ
き
で
あ
る
の
に
思
え
な
い

自
己
を
悲

し

愧
し
て
い
る
。
親
鸞
は
そ
の
後
の
逆
謗
摂
取
釈
で
自
己
を
五
逆
誹
謗
の
悪
人
と
自
覚
し
、
阿

世
と
同
一
視
さ
れ
る
。

親
鸞
は
法
然
の
念
仏
の
教
え
を
聞
き
な
が
ら
素
直
に
喜
こ
べ
な
い
自
身
の
相
に
苦
し
ま
れ
る
。
こ
の
所
に
親
鸞
の
独
自
の
倫
理
観
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
逆
謗
摂
取
釈
に
は

涅
槃
経

が
長
々
と
引
用
さ
れ
、
王
舎
域
の
悲
劇
が
描
か
れ
る
。
こ
の
阿

世
の
姿
を
親
鸞
は

自
分
自
身
と
同
一
視
、
五
逆
誹
謗
の
悪
人
で
あ
る
と

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
耆
姿
は
逆
害
を
犯
し
た
阿

世
に

愧
の
思
い

を
懐
ん
で
い
る
の
は
誠
に
善
い
こ
と
で
あ
る
。

と
喜
び
、
阿

世
の
苦
し
み
を
除
い
て
く
れ
る
方
は
た
だ
釈
尊
の
み
で
あ
り
、
教
え
を

聞
く
よ
う
に
諭
し
、
つ
い
に
回
心
し
、
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
親
鸞
は

愚
禿
悲

述
懐
利
讃

に

慚

愧
の
こ
の
身
に
て

二
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ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
は
な
け
れ
ど
も

弥
陀
の
廻
向
の
御
名
な
れ
ば

功
徳
は
十
方
に
み
ち
た
ま
ふ
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
五
二
七
頁

と
詠
ま
れ
、

愧
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
ま
た
己
れ
の
虚
仮
不
実
な
る
姿
を
見
る
。
こ
の
無

無
愧
の
自
覚
こ
そ
、
親
鸞
の
宗
教
的
立

場
と

え
る
。
そ
の
こ
と
を
親
鸞
は
一
般
的
に
伊
蘭
子
（
く
さ
い
木
）
か
ら
栴
檀
樹
（
香
ば
し
い
木
）
は
生
じ
な
い
。

伊
蘭
子
が
我
身
で

あ
る
。

と
示
し
た
あ
と
に
、

栴
檀
樹
者
、
即
是
我
心

根
信
也
。

根
者
、
我
初
不
知
恭
敬
如
来
、
不
信
法
僧
、
是
名

根
世
尊
、
我
若
不
遇
如
来
世
尊
、
当
於

量
阿
僧
祇
劫
、
在
大
地
獄
受

量
苦
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
九
二
頁

と
の
べ
る
。

親
鸞
は
一
切
衆
生
を
救
わ
な
け
れ
ば
己
れ
の
正
覚
は
な
い
と
い
う
如
来
の
大
悲
心
が
、
阿

世
の
心
に
到
り
届
い
た
如
来
の
本
願
の
不

思
議
さ
に
対
し
、
阿

世
は
衆
生
の
悪
心
を
破
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
阿
鼻
地
獄
に
あ
っ
て
も
無
量
永
劫
の
間
、
衆
生
の
た
め
に

苦
悩
を
受
け
て
も
苦
と
は
せ
じ
と
、
無
根
の
信
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
親
鸞
の
善
・
悪
に
つ
い
て
の
根
本
的
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
と

え
る
。
親
鸞
は
根
本
的
に
自
身
を
悪
心
か
ら
ぬ
け
で
る
こ
と
の
で
き
な
い
無

無
愧
の
身
で
あ
る
。
し
か
し
、
悪
の
根
源
に
気

づ
く
こ
と
こ
そ
、
そ
れ
以
上
の
悪
の
世
界
へ
落
ち
る
こ
と
の
な
い
こ
と
だ
と

え
て
い
る
。

三

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
た
の
が

異
抄

の
第
三
章
で
あ
ろ
う
。

異
抄

第
三
章
悪
人
正
機
の
文
言
に
は
宗
教
的
倫
理
と

二
六
〇

親
鸞
に
お
け
る
戒
律
と
倫
理
（
中
山
彰
信
）



え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
。
し
か
る
を
、
世
の
ひ
と
つ
ね
に
い
は
く
、
悪
人
な
を
往
生
す
、
い
か
に
い
は

ん
や
善
人
を
や
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
七
五
頁

私
は
善
悪
と
い
う
こ
と
は
世
間
的
相
対
的
倫
理
の
問
題
と

え
が
ち
で
あ
る
が
、

異
抄

で
は
こ
れ
を
、
宗
教
的
真
実
を
表
わ
す

言
葉
と
し
て
現
わ
さ
れ
て
い
る
。
悪
人
は
決
し
て
法
律
的
に
背
く
悪
人
で
も
な
け
れ
ば
、
道
徳
に
背
く
悪
人
で
も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
人
間

存
在
の
裏
に
潜
む
虚
仮
不
実
性
、
真
如
背
反
者
と
し
て
絶
対
悪
の
内
観
が
底
に
流
れ
て
い
る
。
如
来
の
絶
対
的
な
る
法
に
照
ら
さ
れ
れ
ば

転
悪
成
善
の
益
に
生
か
さ
れ
て
い
く
人
と
な
る
。
こ
こ
に
親
鸞
の
倫
理
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

え
る
。
ま
た

異
抄

第
十
三
章
に
、

よ
き
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
も
宿
善
の
も
よ
ほ
す
ゆ
へ
な
り
、
悪
事
の
お
も
は
れ
せ
ら
る
る
も
悪
業
の
は
か
ら
ふ
ゆ
へ
な
り
。
故
聖
人
の

お
ほ
せ
に
は
卯
毛
・
羊
毛
の
さ
き
に
い
る
ち
り
ば
か
り
も
、
つ
く
る
つ
み
の
宿
善
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
と
し
る
べ
し
と
さ
ふ

ら
ひ
き
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
八
二
頁

と
、
衆
生
の
あ
り
方
の
す
べ
て
が
宿
善
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
そ
の
衆
生
の
自
由
意
志
は
全
く
無
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

こ
と
は
親
鸞
が
善
導
の

散
善
義

の
文
を
読
み
か
え
て
、

不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
、
内
懐
虚
仮
、
貧
瞋
邪
偽
、

詐
百
端
、
悪
性
難
侵
、
事
同
蛇
蝎
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
五
一
頁

と
表
わ
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
親
鸞
の
人
間
悪
の
受
け
と
り
方
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
の
人
間
観
が
善
導
の
内
外
相
応
に
対
し
、
内
外
不
相
応

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
無
始
以
来
の
宿
業
に
し
ば
ら
れ
、
苦
海
を
沈
倫
し
妄
想
顚
倒
の
故
に
、
出
離
の
縁
な
き
自
ら
の
存
在
の

そ
の
ま
ま
が
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
存
在
の
相
に
他
な
ら
な
い
と

え
た
の
で
あ
る
。
常
に
自
己
の
存
在
性
を
失
し
な
う
自
己
の
厳
し
い
宗
教
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的
内
観
の
う
ち
に
、
自
己
の
絶
対
的
悪
を

え
て
い
る
。
そ
し
て
後
序
に
は
親
鸞
の
善
悪
が
世
間
的
相
対
的
善
悪
を
超
え
た
人
間
存
在
の

根
源
性
に
お
い
て
語
ら
れ
た
も
の
と
し
て
述
ら
れ
る
。

聖
人
の
お
ほ
せ
に
は
、
善
悪
の
ふ
た
つ
惣
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
如
来
の
御
こ
こ
ろ
に
よ
し
と
お
ぼ
し
め
す

ほ
ど
に
し
り
と
を
し
た
ら
ば
こ
そ
、
よ
き
を
し
り
た
る
に
て
も
あ
ら
め
、
如
来
の
あ
し
と
お
ぼ
し
め
す
ほ
ど
に
し
り
と
ほ
し
た
ら
ば

こ
そ
、
あ
し
さ
を
し
り
た
る
に
て
も
あ
ら
め
。

（

真
聖
全

Ⅱ
・
七
九
二
頁

と
親
鸞
は
倫
理
の
徳
の
あ
り
方
は
肯
定
し
て
い
る
が
、
世
間
的
・
相
対
的
倫
理
の
善
悪
に
つ
い
て
語
る
も
の
で
は
な
く
、
如
来
の
本
願
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
が
判
断
す
る
も
の
で
な
い
と

え
て
い
る
。
親
鸞
の
倫
理
観
は
根
本
的
内
観
に
気
づ
か
さ
れ
る
面
か
ら
生
ま

れ
る
善
悪
で
あ
る
。
我
々
は
倫
理
を
相
対
的
理
論
の
中
で

え
が
ち
で
あ
る
が
、
仏
教
の
よ
う
な
絶
対
的
真
理
の
中
で
問
う
倫
理
観
は
、

内
観
的
自
我
の
本
質
に
気
づ
か
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
衆
生
に
は
絶
対
的
悪
の
本
質
し
か
な
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

結

親
鸞
は
若
い
頃
比
叡
山
で
戒
律
を
重
ん
じ
修
行
を
実
践
し
て
い
な
が
ら
、
根
源
的
苦
悩
の
世
界
か
ら
光
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
戒
律
に
対
す
る
理
解
の
な
さ
だ
と

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
質
的
に

時
期

と
し
て
戒
律
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
親
鸞
は

安
楽
集

末
法
燈
明
記

に
よ
っ
て
、
教
法
の
本
質
に
気
づ
き
、
当
時
の
僧
侶
集
団
の
問
題
な
ど
か

ら
、
僧
侶
は
無
戒
名
字
の
比
丘
で
あ
る
こ
と
を

末
法
燈
明
記

に
よ
っ
て
領
解
さ
れ
て
い
た
。
戒
律
に
対
し
て
は
最
澄
の
影
響
は
大
で

あ
る
と
言
え
る
。

倫
理
観
に
つ
い
て
、
親
鸞
は

信
心

を
い
た
だ
け
ば
立
派
な
行
為
が
で
き
る
と

え
る
よ
う
な
世
間
的
善
と
い
う

え
で
は
な
か
っ
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た
。
親
鸞
は
比
叡
山
に
お
い
て
宗
教
的
善
・
世
間
的
善
を
実
践
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
実
践
す
れ
ば
す
る
程
苦
悩
は
深
ま
る

ば
か
り
で
、
修
行
を
実
践
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
善
の
行
為
が
相
対
的
善
で
あ
り
雑
毒
の
善
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
ま
た
、
如

来
の
本
願
を
信
じ
て
も
な
お
己
れ
の
虚
仮
不
実
さ
は
消
滅
し
な
か
っ
た
。
真
実
の
善
行
を
実
行
で
き
な
い
所
に

信

の
世
界
が
現
わ
れ

た
よ
う
で
、
世
間
的
善
か
ら
宗
教
的
善
へ
の
方
向
性
と
い
う
よ
り
も
、
逆
に
如
来
の
本
願
に
よ
る
獲
信
の
方
向
性
か
ら
生
ま
れ
た
と

え

る
。
そ
の
本
質
が
、
無

無
愧
の
思
い
で
あ
り
、
虚
仮
不
実
の
身
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
絶
対
悪
・
根
源
悪
の
人
間
の
根
源
・
本
質
に

気
づ
か
さ
れ
る
如
来
の
本
願
力
に
し
か
あ
り
得
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
念
仏
者
の
実
践
に
か
か
わ
る
戒
律
・
倫
理
を

え
る
時
、
私
は
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
も
大
切
で
は
あ
る
が
、
横
の
つ
な
が

り
を
越
え
て
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
、
自
己
の
内
観
の
深
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
相
対
的
世
界
を
越
え
た
絶
対
的

世
界
の
真
理
に
よ
っ
て
、
お
互
に
平
等
で
お
互
い
が
生
か
さ
れ
て
い
る
人
間
関
係
に
目
覚
め
て
い
く
と
こ
ろ
に
人
と
し
て
生
き
る
道
が
現

わ
れ
て
く
る
と

え
る
。
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